
平成 28 年 まちづくりフォーラム in 苫⼩牧  主催：北海道建築⼠会まちづくり委員会
主管：北海道建築⼠会苫⼩牧⽀部
⽇時：平成 28 年 6 ⽉ 25 ⽇（⼟）
場所：苫⼩牧信⽤⾦庫本店２階市⺠ホールテーマ 『 苫⼩牧駅前通商店街のコレマデとコレカラ 』 

参加者からの意見
①パネルディスカッション
「気づきや感想」
★自分が思っていたことはすでに活動して動き

始めていることがわかった★まちゼミ・・・

持続的な商店街づくりができる★若い人たちの

考えも参考になり明るい気持ちになった★商店

街の自発的な企画がよい（活性の火）★近年、こ

うした形式では “ディスカッション” ではなく

質疑応答のみに終わってしまうことが多く残念に思っています

「あなたのまちの中心市街地の状況」
★苫小牧は人がいなく、また来る用事もない★苫小牧は暗い、人がいないイメージ

★苫小牧は中心地がどんどん東の方へ行き、イオンが中心になっていると思う★苫

小牧はさびしくて楽しいとはいえない状況だと思う

「知っている中心市街地活性化事例」

★帯広屋台・岡崎まちゼミ・札幌大通公園ビアガーデン・函館バル・富良野フラノ

マルシェ・佐賀わくわくコンテナプロジェクト★函館アクロス十字街・官民で入居

する商業ビル★発寒北商店街の取組み★北広島の総合病院や市民ホール★病院跡地

の活用で富良野産品の販売と広い駐車場を設置し飲食店は入れず、周辺の飲食店を

利用させ商店街活性化をした富良野フラノマルシェ★イオン★用途地域の設定が上

手でイオンが誘致できなくしている富良野フラノマルシェ★自然に活性化されてい

る沼の端拓有地区★佐賀市商店街のひな人形★よさこい★活性の火★他の都市は行

きたくなるもの、行きたい場所がある★活性の火・まちゼミ・まち市★まちゼミ・

活性の火★駐車場の無料化・魅力がある商品

②ワークショップ　テーマ１
お題「地域でお金が回る仕組み」のアイディア
★毎週にぎやかなお金をつかいたくなる通り・思わずお金を使いたくなる駅前屋台

村・ココトマと足湯の間に立ち寄れる場（公園 +ワゴン）・各個店を巡る上で必要な

情報発信や案内人★大型店と差別化していく・高校生などが気軽に買い食いできる

場所★地域の特色あるもの必ず買いたくなるような★高校生や高齢者に興味のある

店を出せばお金が回ると思う★人が集まる駅やバスターミナル等と商店街との関係

を整理する・個性的な「人」「ショップ」を育てる★居住者を増やし徒歩で生活用品

が揃えば★人々に歩かせる仕掛け・各商店街の個性を出す（イオンにないもの）・週

末限定の歩行者天国の実施（銀座→ギンブラ、苫小牧→トマブラ）・ココトマのよう

なフリースペースを分散して配置★ネットなどの代理店を置く

お題「人を集める仕組み」のアイディア
★高校生にうれしいフリーWi-Fi と 4 人がけのテーブルイスがほしい★駅周辺に複

合施設を建てる★各種の病院を集めて時間の短縮はかり人を集める★公共施設（市

民ホール、コンベンションホール）を誘致・イベントを多くし定常化させる・ココ

トマ以外にも時間をつぶせる、すごせる場所が点在してほしい★女性をターゲット

として必要な店を計画的に配置する★くつろげる暖かい空間を持った駅舎を★大学

サテライト等の施設を誘致できればよいと思う★JRタワーⅡ・南北貫通橋・地下駐

車場・食の拠点・イオンバス収奪・住人を増やす★駅近くに本や文房具のお店、CD

ショップ、百円ショップ、プラモデルのお店など★高校生のためのコミュニティ自

習スペースを商店街中心に設ける★バスの利便性をよくする★駐車場の整備★照明

の増設

お題「まちづくりの人材育成」のアイディア
★伝える教える★若者に活動の場を設ける（職業体験など）★交流の場を設け、人材

流出に歯止めをかける★若者に自身を持たせる・郷土を育む教育★歴史と郷土愛★

商店街組織の運営やチャレンジジョブの運営★市や商店街からの出前講座を開く★

学校とお店との関わりを増やして、高校生のショップなどを開くことにより、つな

がりが増え、アイディアが増え、まちとの関わりが生まれる★雪かき隊（ボランティ

アや商店街からの割引券）★高校生が自主的に運営、企画立案、商品開発など行う

ショップやシアターやカフェを立上げ、複数学校で協力し合い、商店街からもノウ

ハウをいただく。ショップを 1店舗（1テーマ）としないのはより多くの学生の参

加を促すため。複数校が協力するのは商業、建築、音楽、演劇など学生の興味の対

象を増やすためです

③ワークショップ　テーマ２
「どうなればイイ？　苫小牧の中心市街地」
★とにかく気軽に行きたくなる楽しく便利な場所★市民ひとりひとりが率先してま

ちづくりするような★若者が多いまち★用事がなくても歩くだけで楽しい空間にな

ればよい★苫小牧の中心としての機能を拡大させてまちの顔としてはずかしくない

駅前★“大” と “小” ×集積と重層化を行う★個性あるお店があり若い人が歩いてい

るまち★若者が自慢できるまち‼★市民が安心して語れ、くつろげる空間とジョブ

の共存★若い力、新しい思いを活かして苫小牧を活性化

概　要
まちづくりフォーラムは、地域のまちづくり活動にふれ、そのま

ちのことや、地域が抱える問題などを知ることで、今後のまちづく

り活動へのヒントを見つけ出せる「場」となることを目的に毎年開

催するものです。

今年は駅前の大型店舗が撤退してしまった苫小牧駅前通商店街にス

ポットを当て、現地のまちあるきを行うとともに、これまでの苫小

牧駅前の歴史や中心市街地活性化の取組みを学んだ上で、今後の苫

小牧駅前のアカルイ☆ミライを、苫小牧市民（商店街）、全道各地

の建築士、そして苫小牧工業高校の生徒のみんなで、世代や職種を

超えて考え・話し合いました。

プログラム

11：30 ～ 12：00　まちあるき

13：30～ 13：40　開会あいさつ

13：40～ 13：50　まちづくりフォーラム紹介

13：50～ 14：50　苫小牧駅前の活性化取組み発表

15：00～ 15：35　パネルディスカッション

15：35～ 16：25　ワークショップ

16：25～ 16：30　総評・閉会　　　

　　　　　　　

１．まちある
苫小牧市美術博物館の武田学芸員より苫小牧駅前の歴史説明を伺い

ながら、苫小牧駅前通商店街を苫小牧駅からまちなか交流館（足湯）

まで散策しました。

２．まちづくりフォーラム紹介
昨年開催されたまちづくり

フォーラムｉｎ江差について、

本部まちづくり委員会の若浜

委員より発表いただきました。

３．苫小牧駅前の活性化取組みの発表
苫小牧市まちづくり推進室の武田主幹、苫小牧駅前通商店街振興組

合の秋吉理事長はじめ、志方青

年部長、活性の火実行委員会の

斎野事務局長、苫小牧工業高等　

学校建築科の北側教諭より苫小

牧駅前の活性化取組みについて

発表いただきました。

４．パネルディスカッション
山田委員がモデレーターを務め、武田主査、志方青年部長、北側教

諭の３名のパネリストより、そもそも活性化したという状況は何な

のか、近隣商店街との関係などお話を伺い、最後に参加者に対して

下記３つの問題提起をしていただきました。

　①地域でお金が回る仕組み

　　②人を集める仕組み

　　　③まちづくりの人材育成

５．ワークショップ
上記３つの問題提起について６グループに分かれ、業界や世代を超

えてアイディアを出し合い、最後に３つのグループの高校生に、話

し合った内容を発表いただきました。

【単位士会青年委員会への周知状況】 【マスタープランの達成状況】【支部青年委員会への周知状況】【単位士会青年委員会への周知状況】 【支部青青青年年年年年年年年年委委委 【マスタープランの達成状況】員員員員員会会会会会会会会へへの周知状況】委委委委委委委員員員員員員員
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